
集
会
で
は
冒
頭
、
解
決
を
見

る
こ
と
な
く
他
界
さ
れ
た
61
名

の
闘
争
団
員
に
対
し
、
全
体
で

黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
、
及
川
議

長
は
「
国
鉄
闘
争
は
、
三
池
闘

争
以
来
の
戦
後
最
大
の
労
使
紛

争
。
１
０
４
７
名
の
仲
間
、
国

労
の
仲
間
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

平
和
労
組
は
人
権
問
題
と
し
、

共
に
歩
ん
で
き
た
。
か
つ
て

『
床
の
間
を
き
れ
い
に
し
、
立

派
な
憲
法
を
設
置
す
る
。
そ
の

た
め
に
国
労
を
潰
す
』
と
攻
撃

さ
れ
た
が
、
多
く
の
組
合
が
同

様
の
攻
撃
を
受
け
て
き
て
お
り
、

国
労
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。

総
資
本
対
総
労
働
の
闘
い
と

し
て
共
に
歩
ん
で
き
た
。
政
治

解
決
を
迎
え
、
最
後
ま
で
安
心

す
る
こ
と
な
く
、
歴
史
的
経
過

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
来
賓
と
し
て
参
加
し

た
、
元
国
鉄
闘
争
を
支
援
す
る

会
代
表
の
清
藤
恭
雄
弁
護
士
と

社
民
党
宮
城
県
連
合
の
田
山
副

幹
事
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶

を
受
け
た
。

国
労
本
部
か
ら
は
濱
中
書
記

長
が
、
こ
の
間
の
闘
争
に
対
す

る
お
礼
を
述
べ
た
後
、
解
決
に

至
る
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
詳

細
に
報
告
。
ま
た
雇
用
問
題
の

解
決
ま
で
「
４
者
・
４
団
体
」

は
最
後
ま
で
結
束
し
闘
う
と
決

意
を
述
べ
た
。

当
事
者
と
し
て
、
仙
台
闘
争

団
か
ら
高
橋
敏
夫
団
長
と
佐
藤

昭
一
氏
が
参
列
。
代
表
し
、
高

橋
団
長
は
「
共
闘
組
織
の
み
な

さ
ん
と
国
労
と
い
う
組
織
が
な

け
れ
ば
１
年
ど
こ
ろ
か
１
ヶ
月

で
も
闘
い
続
け
、
生
き
続
け
る

こ
と
も
困
難
で
あ
っ
た
。
労
働

者
に
と
っ
て
組
織
が
全
て
で
あ

る
と
実
感
し
た
23
年
間
で
あ
っ

た
」
と
、
こ
れ
ま
で
の
物
心
両

面
に
亘
る
支
援
に
対
し
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
、
更
に
は
「
人
間

と
し
て
、
労
働
者
と
し
て
健
康

で
文
化
的
に
生
き
、
働
き
続
け

ら
れ
る
社
会
に
変
え
る
こ
と
が

自
分
の
今
後
の
闘
争
課
題
で
あ

る
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

最
後
に
仙
台
地
方
本
部
橋
本

委
員
長
か
ら
は
「
よ
う
や
く
解

決
報
告
ま
で
た
ど
り
着
い
た
。

雇
用
と
い
う
課
題
の
実
現
に
向

け
た
世
論
形
成
の
観
点
か
ら
更

な
る
支
援
を
賜
り
た
い
。
今
後

は
支
援
を
頂
い
た
各
単
産
・
単

組
の
抱
え
る
課
題
に
対
し
、
運

動
で
お
返
し
し
た
い
」
と
こ
れ

ま
で
の
支
援
に
対
す
る
御
礼
と

決
意
が
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
及

川
議
長
の
団
結
頑
張
ろ
う
で
閉

会
し
た
。

６
月
の
主
な
予
定
な
ど

６
・
12

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員

会
（
山
形
市
）

６
・
13

JR
不
採
用
問
題
報
告
集

会
（
福
島
）

６
・
15

乗
務
員
勤
務
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
会
館
）

６
・
16

第
２
回
選
管
（
会
館
）

６
・
20
/
21

東
日
本
電
気
協
議

会
職
場
交
流
会
（
作
並
）
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５
・
25

Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
報
告
集
会
（
建
交
労
）

５
・
26

団
交
（
申
９
・
10
号
）
車
セ
業
務
改
善
積
み
残
し

５
・
29

東
日
本
乗
務
員
勤
務
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

５
・
30

福
祉
問
題
学
習
会
・
退
職
慰
労
会

５
・
30

安
プ
ロ
・
業
務
部
長
会
議

５
・
30

東
日
本
組
織
対
策
ブ
ロ
ッ
ク
別
交
流
会

５
・
31

Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
宮
城
県
報
告
集
会

６
・
７

第
８
回
執
行
委
員
会
・
闘
争
委
員
会

５
月
25
日
、
全
日
本
建
設
交
通
一
般
労

働
組
合
（
建
交
労
）
宮
城
県
本
部
主
催

に
よ
る
「
JR
不
採
用
問
題
報
告
集
会
」

が
パ
ル
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
た
。

集
会
は
、
宮
城
県
本
部
森
書
記
長
の
司

会
で
開
会
し
、
「
23
年
間
闘
っ
て
き
て

解
決
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。
雇
用
問

題
が
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
解
決
し
て

全
面
解
決
で
あ
る
」
と
挨
拶
。

主
催
者
で
あ
る
宮
城
県
本
部
佐
藤
委
員

長
は
、
「
国
鉄
『
分
割
・
民
営
』
に
つ

い
て
国
民
の
声
は
『
国
民
の
財
産
を
守

れ
、
安
全
を
守
れ
』
が
圧
倒
的
で
あ
っ

た
。
60
人
が
解
決
の
日
を
見
る
こ
と
な

く
他
界
し
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
る
。
建

交
労
は
『
一
の
日
行
動
』
を
２
４
１
回

継
続
し
て
き
た
。
雇
用
問
題
の
解
決
に

向
け
、
引
き
続
き
支
援
を
要
請
し
た
い
。
」

と
述
べ
た
。

来
賓
の
宮
城
県
労
連
鈴
木
新
議
長
は
、

「
こ
こ
ま
で
辿
り
着
く
の
に
は
血
の
滲

む
よ
う
な
闘
い
が
あ
っ
た
。
『
一
の
日

行
動
』
を
継
続
さ
せ
て
来
た
力
も
非
常

に
大
き
い
。
団
結
し
て
闘
っ
て
来
た
か

ら
こ
そ
今
日
が
あ
る
。
６
月
１
日
も

『
一
の
日
行
動
』
を
取
組
む
」
と
挨
拶

を
述
べ
た
。

ま
た
国
労
仙
台
地
本
を
代
表
し
、
中
島

執
行
副
委
員
長
は
、
「
23
年
間
闘
っ
て

来
て
や
っ
と
解
決
の
時
期
を
迎
え
た
。

人
活
に
入
れ
ら
れ
た
方
々
は
JR
に
採
用

さ
れ
な
い
と
言
う
人
生
を
左
右
す
る
攻

撃
を
受
け
た
」
「
解
決
案
の
受
け
入
れ

は
路
頭
に
迷
わ
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の
判
断

で
あ
り
、
国
労
は
臨
時
大
会
を
４
月
26

日
に
開
催
し
大
会
の
総
意
と
し
て
決
定

し
た
」
「
雇
用
問
題
で
は
JR
の
不
当
な

態
度
は
硬
い
が
こ
の
問
題
が
解
決
し
て

全
面
解
決
に
な
る
。
引
き
続
き
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
述

べ
た
。

ま
た
当
事
者
と
し
て
、
全
動
労
争
議
団

苗
穂
班
の
梅
木
則
秋
氏
は
、
「
『
４
者
・

４
団
体
』
の
団
結
が
あ
っ
て
の
解
決
で

あ
り
、
全
国
か
ら
の
支
援
の
結
果
の
勝

利
」
「
全
動
労
争
議
団
は
62
人
か
ら
始

ま
り
1
組
も
離
婚
者
を
出
し
て
い
な
い
」

「
『
一
の
日
行
動
』
で
JR
会
社
が
お
茶

を
出
す
よ
う
な
対
応
を
し
て
く
れ
る
の

は
仙
台
だ
け
。
最
初
は
仙
台
も
門
前
払

い
だ
っ
た
が
継
続
の
力
で
あ
る
」
「
北

海
道
で
は
札
幌
駅
の
JR
用
地
内
で
宣
伝

行
動
を
し
て
い
る
。
今
は
会
社
に
雇
用

の
場
を
確
保
す
る
よ
う
な
内
容
で
宣
伝

し
て
い
る
。
７
月
に
は
全
面
解
決
の
報

告
を
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
国
鉄
闘
争
推
進
委
員
会
・
坂
田

晋
作
委
員
長
が
、
「
国
鉄
闘
争
と
い
う

大
き
な
視
野
に
た
っ
て
考
え
る
」
と
題

し
た
講
演
を
行
っ
た
。
そ
の
要
旨
は
①

４
党
が
示
し
た
「
政
治
解
決
」
に
つ
い

て
、
何
が
解
決
し
何
が
解
決
し
て
い
な

い
か
。
解
決
し
た
の
は
前
原
誠
司
国
土

交
通
大
臣
の
指
示
に
よ
り
鉄
道
運
輸
機

構
が
動
い
て
い
る
こ
と
。
解
決
し
て
い

な
い
の
は
雇
用
で
JR
へ
の
要
請
に
な
っ

て
い
る
。
②
政
治
解
決
の
道
を
開
い
た

背
景
に
は
「
４
者
・
４
団
体
」
の
団
結

と
世
論
と
裁
判
闘
争
が
あ
る
。
③
国
鉄

闘
争
の
本
質
は
国
策
と
の
闘
い
で
あ
る
。

非
正
規
労
働
者
の
悲
惨
な
現
状
も
発
端

は
こ
こ
に
。
④
国
鉄
改
革
は
ま
だ
途
中

に
あ
る
（
前
原
誠
司
国
土
交
通
大
臣
発

言
）
。
⑤
労
組
の
役
割
と
し
て
、
安
全

問
題
と
規
制
緩
和
問
題
は
切
り
離
せ
な

い
。
国
民
の
足
を
守
る
た
め
新
幹
線
に

関
す
る
並
行
在
来
線
の
切
り
捨
て
を
許

さ
ず
JR
の
責
任
で
継
続
さ
せ
る
闘
い
、

安
全
確
保
か
ら
JR
労
働
者
と
関
連
労
働

者
の
労
働
条
件
改
善
の
闘
い
等
、
大
き

な
闘
い
が
あ
る
。

集
会
に
は
、
今
日
ま
で
闘
っ
て
こ
れ
た

の
は
「
支
援
・
共
闘
団
体
の
支
え
が
あ
っ

た
か
ら
」
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
に
多

く
の
団
体
の
方
々
が
結
集
し
た
。

ま
た

雇
用
問
題
が
解
決
し
て
初
め
て
「
全
面

解
決
」
と
決
意
し
合
っ
た
集
会
で
あ
っ

た
。

宮
城
県
平
和
労
組
会
議
（
及
川
光
行
議
長
）
の
主
催
に
よ
る

「
JR
不
採
用
事
件
」
解
決
報
告
集
会
が
、
５
月
31
日
、
ハ
ー
ネ

ル
仙
台
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

集
会
に
は
、
平
和
労
組
傘
下
の
労
組
、
支
援
す
る
団
体
や
政
党

関
係
者
、
闘
争
団
員
な
ど
が
参
加
し
、
全
面
解
決
ま
で
闘
う
こ

と
を
全
体
で
確
認
し
た
。



山
形
県
支
部

原
田
委
員
長

◆
機
関
会
議
の
延
期
等
に
よ
り
、

全
体
の
意
思
統
一
が
図
れ
な
か
っ

た
。
結
果
的
に
指
示
文
書
に
よ

る
闘
い
と
な
り
大
変
不
十
分
で

あ
る
と
総
括
し
て
い
る
。

◆
大
衆
行
動
で
は
５
割
動
員
。

ま
た
制
度
改
善
署
名
で
は
こ

れ
ま
で
他
労
組
の
署
名
が
無
か
っ

た
職
場
か
ら
集
約
さ
れ
て
お
り
、

組
織
拡
大
の
運
動
と
合
わ
せ
て

取
り
組
み
を
強
化
し
た
い
。

◆
職
場
集
会
。
山
形
保
技
セ
で

は
会
社
施
設
で
メ
ン
テ
見
直
し

に
つ
い
て
議
論
。
新
庄
保
技
セ

で
は
職
場
新
築
と
重
な
り
職
場

で
開
催
で
き
ず
。
組
合
事
務
所

で
分
会
と
し
て
二
度
に
亘
り
要

求
集
約
と
議
論
を
行
っ
て
き
た
。

◆
春
闘
は
賃
上
げ
に
目
を
奪
わ

れ
が
ち
で
あ
る
が
、
組
合
員
一

人
一
人
の
切
実
な
要
求
、
職
場

と
し
て
の
要
求
な
ど
他
労
組
も

巻
き
込
み
、
来
春
闘
に
向
け
し
っ

か
り
と
議
論
し
て
い
く
。

仙
総
支
部
組
立
分
会

桜
井
委
員
長

◆
組
立
分
会
の
総
括
。
昨
年
12

月
か
ら
一
人
一
要
求
を
柱
に
ミ

ニ
班
集
会
、
分
会
全
体
集
会
で

１
４
５
項
目
の
要
求
を
集
約
し

支
部
に
提
出
。
検
修
業
務
合
理

化
に
つ
い
て
も
同
様
に
要
求
作

成
と
集
約
。
役
員
一
任
で
な
く

全
体
で
取
組
む
こ
と
が
出
来
た
。

◆
現
場
長
と
の
交
渉
に
向
け
、

要
求
作
成
し
、
「
社
員
代
表
」

と
し
て
科
長
に
申
込
み
し
た
が
、

「
組
合
の
指
示
だ
ろ
う
」
と
交

渉
で
き
ず
。
し
か
し
後
日
、
業

務
説
明
会
の
場
に
お
い
て
、
他

の
社
員
の
前
で
「
こ
の
間
は
出

来
な
か
っ
た
が
、
い
つ
で
も
話

を
す
る
」
と
変
化
が
。

◆
教
宣
活
動
。
一
月
か
ら
３
月

ま
で
12
部
の
機
関
紙
発
行
。
組

織
拡
大
に
向
け
分
会
独
自
の
国

労
加
入
を
呼
び
掛
け
る
チ
ラ
シ

と
検
修
合
理
化
反
対
の
チ
ラ
シ

を
表
裏
セ
ッ
ト
に
し
て
他
労
組

に
配
布
。

◆
大
衆
行
動
。
仙
台
総
行
動
後
、

中
間
総
括
と
し
て
団
結
会
を
三

年
前
か
ら
行
っ
て
い
る
が
、
参

加
率
が
上
昇
。

◆
検
修
合
理
化
と
春
闘
の
闘
い

で
、
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、

集
会
を
数
多
く
開
催
し
、
分
会

活
動
が
活
性
化
し
た
。
し
か
し

結
果
と
し
て
要
求
が
通
ら
ず
。

来
春
闘
は
ス
ト
で
闘
う
べ
き
。

郡
工
支
部

橋
本
委
員
長

◆
１
月
25
日
、
全
役
員
会
議
で

今
後
の
取
り
組
み
の
意
思
統
一

を
図
り
、
２
月
２
〜
10
日
、
小

集
会
で
業
務
改
善
・
外
注
化
と

春
闘
要
求
の
作
成
。
２
月
26
日
、

配
転
・
出
向
・
エ
ル
ダ
ー
激
励

交
流
会
で
労
苦
の
共
有
と
早
期

に
戻
す
努
力
を
全
体
で
確
認
。

◆
春
闘
総
行
動
。
昨
年
の
５
割

超
過
か
ら
５
割
弱
に
、
川
柳
は

２
割
の
参
加
。
今
後
の
課
題
。

◆
団
交
（
３
・
11
、
19
、
23
）

〜
委
託
先
会
社
の
技
術
力
不
足

と
偽
装
請
負
な
ど
、
外
注
化
・

合
理
化
反
対
の
意
思
統
一
と
主

張
を
し
て
き
た
。

◆
機
関
紙
の
発
行
は
毎
週
水
曜

日
に
定
期
発
行
。

◆
支
部
春
闘
集
会
（
３
・
17
、

29
）
で
は
春
闘
課
題
と
貨
物
会

社
の
ベ
ア
ゼ
ロ
・
定
昇
先
送
り

に
抗
議
し
回
答
前
と
後
に
開
催
。

◆
外
注
化
に
反
対
す
る
支
部
集

会
（
３
・
24
）
。
団
交
経
過
報

告
と
偽
装
請
負
の
点
検
摘
発
運

動
に
つ
い
て
議
論
。

◆
東
日
本
工
作
交
流
会
（
４
・

10
〜
11
）
。
受
け
入
れ
支
部
と

し
て
、
初
日
は
各
工
場
の
実
態

を
交
流
し
、
翌
日
は
松
川
事
件

の
現
場
視
察
と
福
大
の
資
料
館

で
教
授
か
ら
説
明
を
受
け
る
。

◆
組
織
対
策
。
今
年
は
ガ
ー
ド

が
堅
く
、
場
内
か
ら
寮
ま
で
バ

ス
で
送
迎
。
来
年
の
課
題
。

◆
地
域
メ
ー
デ
ー
。
「
働
く
も

の
の
権
利
を
守
る
メ
ー
デ
ー
」

と
し
て
教
組
と
合
同
で
毎
年
開

催
さ
れ
80
名
が
参
加
し
、
解
雇

さ
れ
た
仲
間
の
実
態
な
ど
様
々

な
職
場
か
ら
の
報
告
を
受
け
た
。

今
後
も
継
続
を
。

◆
貨
物
職
場
の
取
り
組
み
。
機

関
紙
の
定
期
発
行
と
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
本
社
フ
ァ
ッ
ク
ス
行

動
、
現
場
長
要
請
行
動
等
を
取

り
組
む
。
支
社
団
交
で
は
車
両

所
の
展
望
や
昇
進
試
験
な
ど
に

つ
い
て
議
論
。

◆
不
採
用
問
題
。
23
年
間
、
闘

争
団
の
仲
間
と
関
わ
っ
て
き
た
。

解
決
を
率
直
に
喜
ぶ
。
雇
用

問
題
が
あ
り
、
全
力
で
取
り
組

む
決
意
だ
。
臨
大
で
の
方
針
書

の
「
企
業
組
合
」
、
東
日
本
部

の
「
総
合
労
働
協
約
締
結
案
」

に
は
賛
成
し
か
ね
る
。

東
北
自
動
車
支
部

北
山
副
委
員
長

◆
大
衆
行
動
。
組
織
は
18
名
だ

が
３
月
５
・
６
日
に
15
名
が
参

加
。
今
年
加
入
し
た
岩
崎
さ
ん

も
参
加
し
「
国
労
の
仲
間
の
多

さ
と
力
強
さ
」
「
団
結
の
素
晴

ら
し
さ
」
を
実
感
。

◆
２
月
１
日
に
夏
期
ダ
イ
ヤ
の

提
案
、
短
期
間
の
取
り
組
み
で

29
項
目
を
集
約
し
11
日
に
会
社

と
交
渉
。
内
容
は
「
変
形
労
働

の
運
用
の
あ
り
方
」
「
仙
台
市

か
ら
受
託
の
七
北
田
、
白
沢
の

労
働
時
間
が
他
の
職
場
と
比
較

し
突
出
」
「
仙
台
市
交
通
局
が

私
服
添
乗
、
モ
ニ
タ
ー
制
度
と

称
し
運
転
士
一
人
一
人
に
点
数

を
付
け
、
基
準
に
満
た
な
い
と

上
司
か
ら
パ
ワ
ハ
ラ
ま
が
い
の

叱
責
」
等
々
。
改
善
し
た
内
容

２
点
あ
る
が
、
他
は
会
社
に
押

し
切
ら
れ
た
。

◆
支
部
は
こ
の
間
、
地
本
と
連

携
を
取
り
、
労
基
署
に
相
談
し
、

是
正
と
指
導
を
求
め
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
た
（
２
・
23
、

３
・
５
）
。
内
容
は
要
員
不
足

を
理
由
と
し
た
勤
務
指
定
後
の

勤
務
変
更
が
非
常
に
多
く
、

「
交
番
が
あ
っ
て
な
い
よ
う
な

実
態
」
に
対
し
て
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
「
短
い
労
働
時
間
か

ら
長
い
労
働
時
間
に
変
更
し
て

も
超
勤
が
発
生
し
な
い
」
「
運

行
途
中
に
カ
ッ
ト
運
行
し
た
場

合
、
そ
の
労
働
時
間
が
保
証
さ

れ
な
い
」
な
ど
。
労
基
署
と
組

合
の
見
解
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
お

り
、
会
社
の
主
張
を
崩
し
た
い
。

こ
れ
に
は
多
く
の
東
労
組
員
も

不
満
が
あ
り
、
穴
を
開
け
た
い
。

◆
夏
期
手
当
、
６
月
29
日
支
払

い
の
回
答
。
プ
ロ
パ
ー
社
員
が

２
・
45
ヶ
月
に
加
算
金
一
律
10

万
円
で
約
55
万
円
。
契
約
社
員

は
日
額
５
９
４
０
円
の
23
日
分

に
１
・
87
ヶ
月
、
プ
ラ
ス
10
万

円
で
、
約
35
万
円
。
会
社
も
東

労
組
も
過
去
最
高
の
支
払
い
を

し
た
と
。
し
か
し
、
21
年
度
決

算
報
告
で
は
、
過
去
最
高
の
利

益
を
上
げ
、
純
益
で
３
億
５
千

万
以
上
、
内
部
留
保
金
は
60
億

円
以
上
と
も
言
わ
れ
、
雀
の
涙

程
度
。
東
労
組
は
国
労
に
対
し

「
勝
ち
取
っ
た
も
の
は
あ
る
の

か
」
と
批
判
す
る
が
、
国
労
の

勤
務
改
善
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

こ
の
間
会
社
は
一
ヶ
月
の
交
番

ダ
イ
ヤ
を
発
表
す
る
こ
と
が
な

か
っ
た
が
、
３
月
に
な
っ
て
一
ヶ

月
の
交
番
を
提
示
す
る
な
ど
変

化
が
あ
っ
た
。
18
年
以
降
、
乗

務
手
当
の
半
減
、
寒
冷
地
手
当

の
廃
止
な
ど
、
プ
ロ
パ
ー
社
員

は
年
収
４
百
万
円
、
契
約
社
員

の
年
収
は
２
〜
３
百
万
円
の
低

賃
金
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
。

我
々
の
取
り
組
み
を
職
場
に

広
げ
、
組
織
強
化
・
拡
大
に
頑

張
る
。

郡
山
駅
連
合
分
会

佐
藤
委
員
長

◆
新
採
者
へ
の
取
り
組
み
。
３

月
中
旬
、
組
合
説
明
の
た
め
会

議
室
の
便
宜
供
与
を
申
し
込
む

が
、
会
社
は
昨
年
の
福
島
事
件

や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
も
あ
り
、

新
採
者
に
は
一
切
一
部
の
組
合

に
便
宜
を
図
る
な
と
い
う
姿
勢
。

こ
の
間
の
管
理
者
と
の
食
事

会
な
ど
、
一
部
組
合
に
便
宜
を

図
っ
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る

よ
う
な
行
為
は
一
切
行
わ
な
い

こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
国
労
だ

け
に
組
合
説
明
会
に
会
議
室
を

貸
す
こ
と
は
出
来
な
い
と
主
張
。

そ
の
後
の
議
論
で
、
会
社
は

新
採
者
の
引
っ
張
り
合
い
を
す

る
事
だ
け
は
避
け
た
い
と
し
、

三
組
合
で
の
説
明
会
で
あ
れ
ば

許
可
す
る
と
返
答
。

◆
国
労
は
東
労
組
と
ユ
ニ
オ
ン

に
対
し
、
新
採
者
が
股
裂
き
に

な
ら
な
い
よ
う
合
同
で
開
催
を

呼
び
掛
け
た
。
合
同
開
催
ま
で

に
一
部
の
管
理
者
が
食
事
会
を

計
画
、
ま
た
東
労
組
が
単
独
で

会
議
室
の
借
用
を
申
し
込
む
な

ど
、
様
々
な
動
き
が
あ
っ
た
が
、

結
果
と
し
て
４
月
22
日
に
開
催
。

新
採
者
11
名
全
員
が
参
加
し
、

17
時
30
分
東
労
組
、
18
時
国
労
、

18
時
30
分
ユ
ニ
オ
ン
の
順
番
で

説
明
。

◆
歓
迎
会
に
つ
い
て
も
三
組
合

別
日
に
日
程
を
設
定
し
、
国
労

は
４
月
27
日
に
開
催
し
、
11
名

全
員
が
参
加
を
し
た
。

◆
今
な
ぜ
若
者
を
国
労
に
入
れ

る
の
か
と
い
う
根
本
的
な
議
論

を
再
度
行
う
時
期
で
あ
る
。

郡
山
信
通
区
分
会

大
橋
書
記
長

◆
新
採
者
へ
の
取
り
組
み
。
今

年
は
組
合
説
明
会
を
開
催
で
き

た
が
、
実
際
は
不
安
の
中
で
の

取
り
組
み
で
あ
っ
た
。
説
明
す

る
場
面
で
は
、
淡
々
と
話
す
人

も
い
た
が
、
自
分
は
力
を
込
め

過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
結
果
的
に

は
東
労
組
に
全
員
加
入
し
た
が
、

そ
の
後
も
自
分
の
ペ
ー
ス
で
関

わ
り
を
続
け
て
い
る
。

◆
若
い
人
と
交
流
を
続
け
て
き

て
い
る
が
、
真
剣
に
向
き
合
っ

て
き
た
の
か
と
反
省
も
あ
る
。

◆
職
場
の
問
題
、
特
に
安
全
問

題
で
は
他
労
組
は
口
が
重
い
。

我
々
国
労
の
安
全
に
対
す
る

考
え
や
職
場
の
運
動
に
自
信
を

持
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
若
い

人
と
の
関
わ
り
に
も
粘
り
強
く

取
組
め
て
い
る
と
思
う
。

貨
物
福
島
分
会

人
見
氏

◆
分
割
民
営
で
赤
字
部
門
の
貨

物
と
し
て
発
足
、
以
降
ベ
ア
を

経
験
せ
ず
。
今
年
は
定
期
昇
給

も
な
く
前
代
未
聞
だ
が
、
貨
物

は
構
造
的
に
上
が
ら
な
い
シ
ス

テ
ム
だ
。
商
売
す
る
貨
車
も
コ

ン
テ
ナ
も
な
く
、
欠
車
で
走
っ

て
い
る
有
様
。
会
社
の
代
弁
す

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
本
当
に

難
し
い
。

◆
ス
ト
の
議
論
を
経
て
準
備
は

整
え
て
い
た
が
、
一
発
や
二
発
、

打
っ
て
も
賃
金
が
上
が
ら
な
い

の
は
皆
解
か
っ
て
い
る
。
貨
物

だ
け
で
な
く
北
海
道
、
四
国
、

九
州
は
本
州
三
社
と
違
う
。
長

期
的
戦
略
を
も
っ
て
闘
っ
て
も

ら
い
た
い
。

宮
城
県
支
部

八
巻
副
委
員
長

◆
不
採
用
問
題
。
闘
い
続
け
て

き
た
か
ら
こ
そ
の
解
決
。
四
党

合
意
で
終
わ
っ
て
い
た
ら
こ
の

解
決
は
な
か
っ
た
。
闘
い
続
け

て
い
れ
ば
負
け
は
な
い
。
雇
用

が
課
題
は
一
致
。
各
社
が
雇
用

を
受
け
入
れ
な
い
姿
勢
の
中
で
、

本
部
の
対
策
の
中
身
は
。
ま
た

生
活
援
助
金
の
廃
止
で
本
当
に

大
丈
夫
か
。

◆
国
労
文
化
で
も
掲
載
さ
れ
て

い
る
、
仙
・
宮
運
輸
区
の
伊
藤

氏
の
処
分
は
不
当
な
三
重
処
分
。

地
本
で
団
交
を
申
し
入
れ
る

な
ど
、
早
急
に
職
場
に
戻
れ
る

闘
い
を
要
請
す
る
。
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